
第１回小学校のあり方検討委員会        2022.5.30 18：30～20：05 

進行：学校教育課教育総務係長  

                

 委嘱状交付 

 

１ 開会 

 

２ 教育長あいさつ 

 

３ 自己紹介 

 

４ 河北町立小学校のあり方検討委員会の設置について 

  （P３～６の説明） 

 

５ 委員長の選任について 

  ・真木 䭾雄 委員長  

 

６ 副委員長の選任について 

  ・鈴木 和彦 副委員長  

 

７ 河北町立小学校のあり方について（諮問） 

  ・河北町立小学校の適正規模・適正配置について 

・河北町立小学校の今後のあり方や将来の学校像等に対する本町の基本的

な方針について 

 

８ 協議 （座長：委員長） 

【今後の進め方について】 

  （教育主幹）P12 の説明 

（委員長）アンケートはどのような形で、この委員会はどのように関われば

いいのか、さらに事務局から説明してほしい。 

→（事務局）アンケートの説明 P７～１１ 

   ※P5で示した複式学級出現の可能性とP10の年度には、ずれがあるため、

再度整理して示す。 

（委員長）アンケートについては、今、意見をまとめる必要があるのか。 

→今すぐにある意見はいただくが、少し期間をおいてご意見いただき、そ

れをもとに再度アンケートを作成する。 

  



（委員から） 

・調査の対象者が小さな子どものいる家庭であるが、地域の意見も反映させ

るため、ある程度対象者の人数をしぼって、幅広い世代からアンケートを

取った方が良い。 

・問３の３に関しては、「いつ統合するか」などと具体的に聞くほうが良い

のではないか。 

  ・選択肢ばかり多い。最後に自由欄を設けてはどうか。 

・地域の方が歴史と伝統を大切にしている その声を聞くことは大切だと 

思う。  

・寒河江市ではパブリックコメントをとった。出してくれたのは大半が６０、

７０代で、そのほとんどが反対だった。保護者と地域との考えのずれが生

じるのはどの地区でもあることであり、初めにアンケートを取っておくほ

うがよいのではないか。 

・統合を考えるときに、小さい学校間の交流の時間は取れるのだろうか。 

→谷地西部小と北谷地小では、令和２年度と３年度は、コロナウイルス感

染症拡大のためしていない。その前までは、年２回、２時間くらいずつ

交流活動をしていた。これからも、それは可能である。 

・子どもの立場からだけでなく、地区の方の意見を幅広くとってはどうか。 

→地区の方のアンケートも必要だと認識した。地区の方からの意見は座談

会で聞くつもりだったが、年代と人数を区切って、アンケートを取るこ

とを検討する。 

 

【アンケート内容について】 

・１校か２校かという選択肢では、統合ありきなのかと思われてしまう。何

校が適切かと記述を求める方がよい。 

・自由記述欄を設ける案についてはどうか。 

・アンケート内容が業務的なので、自由記述欄があったほうがよい。 

・自由記述欄があると、確かに集計は大変になるだろう。 

・学校評価アンケートは自由記述でいただいて参考になった。手間を省く

工夫はした。 

→自由記述欄も検討してもらう。 

・小学校６校が中学校１校に集まるので、実質、統合のような状態になって

いるため、中学校にいる保護者にも、どう感じているか意見を聞いてはど

うか。 

→当時は大変だったなどと、過去の経験から意見が出てくることもあるの

で、対象は再検討すべきではないか。 

・無記名のアンケートになっているが、任意で名前を書いてもらえれば、意



見について対応したり詳しく聞いたりできるかと思う。 

・微妙なところもあるが、記名までいただかなくても、地区、性別、年齢な

ど立場を明らかにしていただくのはどうか、検討が必要。 

→再度検討して、アンケート案を郵送する。 

・E メールなども検討してほしい。 

 

９ その他 

・２回目の検討委員会の会議は、アンケート集約後、８月ごろを予定。 

・時間について 

  →できるだけ多くの意見を聞くためには、最低２時間必要。 

→午後６時で設定する。 

・先ほど教育長から、第８次河北町総合計画の資料をもとに、「小学校の将

来を考える会などで議論を重ねてきた」と説明があったが、その内容を次

回まで知らせてほしい。 

・アンケートの P10 子どもの数の推移が示されているが、第８次河北町総合

計画の人口ビジョンの提示があった。P56 に及ぶデータで活用できるもの

があれば示してほしい。（例：子どもを増やすため、子育て世代の移住の

施策など） 

・小学校をどうするかだけでなく、まちづくりをどうするかをグローバル

に考える必要がある。その基礎データを出してほしい。 

 

 〈事務局から〉 

・出席について確認（委員の出席は夫婦どちらでも可） 

・座談会は小学校単位で 

 

（委員から） 

・出席率は悪くなる予想。人を集める工夫を、ＰＴＡ会長などと相談する必

要がある。 

・この会が立ち上がったことを広めてほしい。委員の周辺から意見を集めて

いく必要がある。さらにはマスコミ、議員、教育委員などに傍聴可とする

ことも必要かと思う。 

・次男が初めて河北町で複式を経験した。座談会には祖父母も来ていた。丁

寧に説明してもらってよかったという安心感があった。やはり座談会は必

要かと思う。 

 

〈事務局から〉 

・アンケート再作成までの間に何かあれば、６月１０日までご意見いただき



たい。その時に座談会のあり方についてもご意見いただければありがたい。 

・方法は、紙ベースかデータ送付でお願いしたい。 

 

１０ 閉会 

 


